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南アルプスジオパーク（長野県・山梨県・静岡県境）

２００８年１２月 日本ジオパークに認定

3000m級の山脈、雄大な自然

盛り上がる山々、削られる深い谷

日本列島を貫く巨大な断層 中央構造線

遠い海からやってきた南アルプスを造る材料

高い山深い谷に暮らす多様な生き物

山あいで培われた固有の文化と人々の暮らし

南アルプス
ジオパーク・ユネスコエコパーク



南アルプスユネスコエコパーク

南アルプスを代表する
3,000m級の山々の山

岳景観や原生的な自
然環境、貴重な動植物
の生息地を有し、国立
公園にも指定されるな
ど法的にも厳しく保護
されている地域。

核心地域の周囲、又は隣接する
地域。適切な保護、管理をしなが
ら環境教育などに利用されている。

自然環境と調和し
た農業や歴史、文
化を生かしたエコ
ツーリズムなどが行
なわれている地域。

2014年ユネスコエコパークに登録



遠山郷ってどんなところ
南アルプスと伊那山地を二分する中央
構造線が通る谷に沿って広がる山深
い谷間の地域。

古くから静岡にある秋葉神社への参拝
の街道が開けていた。

二つの山脈に挟まれ、谷の南北を峠
によってさえぎられていることから、古
くより隔絶の地域とされてきた。

このため、この地には風土に根差した
独自の文化が色濃く残っている。

国指定重要無形民俗文化財・遠山の霜月祭り

上村・南信濃の各神社で湯立神楽の古い形式が残り、社殿
の中央に設えた釜の上には神座が飾られ、湯を煮えたぎらせ
て神々に捧げます。煮えたぎる湯を素手ではねかけ、一年の
邪悪を払い新しい魂をもらい新たな年を迎える祭りです。



上村小学校は、この南アルプスのふも
と遠山郷と呼ばれる、深い谷あいにあり
ます。

エコパークの緩衝地域にあるしらびそ
高原や日本のチロルと呼ばれる下栗の
里で自然体験学習を行ったり、地域の方
から教えてもらいながら、そば作りや下
栗いもづくり、茶摘み体験をしたり、地域
に伝わる伝統行事「霜月祭り」について
調べたり参加したりしています。



上村小学校の紹介

平成１７年（２００５年）１０月
上村と飯田市が合併し、飯田市立上村小学校となる。
平成２９年（２０１７年）１２月
児童減少に伴い、地域の方の熱い要望によって、飯田市教育委員会より、
小規模特認校に指定され、飯田市在住の児童が通えるようになる。
平成３０年(２０１８年)４月
小規模特認校に指定されて初めての入学生、転入生が加わり９名でスタート
令和２年(２０２０年)現在 児童数は１９名 職員数１１名



Ｈ３０ 小規模特認校開始 学校の魅力は何？
複式指導・ＩＣＴ遠隔・信州大学との連携・合唱・上村の自然、文化、人
ソサエティ５．０とヒューマン５．０ どちらも生かす学校づくり、人づくり







上村ブランド５ ESD for SDGs

[これまでの実践経緯]
• H29 飯田市よりESD実践推進校に指定

• H30 ユネスコスクール登録申請 SDGｓの視点で活動開始

• R１ ユネスコスクールチャレンジ期間 ESD for SDGs地域連携開始
霜月祭プロジェクト開始（総合的な学習の時間）

• R２ ユネスコスクール登録申請中

○地域の素材を生かした弾力的な教育課程の編成。数々の自然体

験で心豊かな人づくりを実践する。持続可能な上村を目指し、

学習を発展。

○学習内容は子どもたち自身が作成したHPで世界に向けて発信

中。グローバル人材の育成。



世界の取り組みと自分たちの活動をつなげる



こんな場面であんなところでＳＤＧｓ
☆行事の時にＳＤＧｓ ☆掲示物にもＳＤＧｓ ☆はってみようよＳＤＧｓ

～上村地区の自然・文化・人とのつながりを大切にする

フューマン５．０に取り組んでいます～



「きれいな川を守る」

「みなさんは、海で大量のプラスチックごみが問題になっているこ
とを知っていますか。川をきれいにすることが海をきれいにすること
につながります。上村の川はとてもきれいです。これからもきれい
な川を守っていきたいし、そういう願いをもって稚魚を放流しましょ
う」 ふるさとの川づくり事業での児童会長の話



「霜月祭プロジェクト」総合的な学習の時間
上村のすべてが凝縮されている霜月祭について聞き、
調べ、体験し、まとめて、ＨＰを作って世界に発信する

世界で活躍し
ている東京の
ある会社と連
携して、ＨＰの
作り方を遠隔
で子どもたち
に指導しても
らった



WEBサイト作り



今年度のESD活動構想



今年度のESD活動構想
しらびそ高原開山祭

開山祭参加で歌披露

散策探検でジオパーク学習

青崩れ峠遠足

トンネル掘削現場見学 中央構造線学習

しらびそ高原全校親子キャンプ

１泊２日のキャンプ

親子でジオパークエコパークについて

学習したり体験活動を行う

これらを行う予定だったのだが



ESD学習の母体

KGCかみっこグリーンクラブ
（みどりの少年団）



栽培活動



川に親しむ

魚が住み続けられるきれいな川をつくっていきたい。

川を汚さないようにみんなでがんばるから、大きく元
気に育ってほしい。
魚が大きくなって子どもをいっぱい産んでほしい。



KGC自然体験
まるごとジオパーク・エコパーク中央構造線の神秘
ねらい
ESD for SDGsの活動として、学校、保護者、地域が一緒になって、南アルプスジオ
パークエコパークに指定されている遠山郷の自然や環境、人々の生活について、学
んだり体験したりして、理解を深める。

目的
（１）上村の美しく豊かな自然に親しもう。
（２）ジオパーク・エコパークに指定されているこの地域の自然や人々の
生活を地域の人から学び、その良さや課題となることを世界に発信し
よう。

（３）地域の方から教えてもらったり、一緒に活動したりすることを通して、
地域の人と交流を深めよう。

【子どもたちの目標】
（１）自然と触れ合いながら、知識を深めていこう
（２）楽しみながら自然を学ぼう



KGC自然体験に向けての話し合い

自然体験を行うにあたり、子どもた
ちにこの活動の目的とSDGsとの関連
を考えさせた。
そのうえで、自分たちの目標を考え
たり、やりたい活動を出し合ったりして、
活動内容を決めていった



ジオパーク学習中央構造線露頭見学
地域講師 山口雄大
さんから、中央構造
線についての説明を
聞き、露頭の観察を
行う

【子どもたちの感想】
・中央構造線で日本が動いたことや、伊豆半島
が近づいてぶつかったことがびっくりした。
・中央構造線で、石の種類が違っていることに
驚いた。黒い部分や青い部分があった。
・見たことのない石やきれいな石がいっぱい
あった。



下栗の里 見学とガイド学習
下栗の里案内人の野牧
さん、胡桃沢さんから下
栗の歴史や地形、霜月
まつりのお話を聞きなが
ら見学 【子どもたちの感想】

・ビューポイントがきれいだった。
・大昔から人が住んでいたことが
分かった
・野牧さんの「野牧」は、昔は
「牧野」だった。
・霜月祭りとのつながりがわかった。
・拾五社大明神は、面の種類ややり方
など、他とちがうこと
・拾五社大明神の家紋がわかった。



下栗で自然と遊ぶ
地域の「しぜんと遊ぼうプロ
ジェクト」の皆さんが関わっ
てくださり、下栗芋ほり体験、
自然散策、自然のものを
使った工作などの体験を
行った。 【子どもたちの感想】

・下栗いものほり方で、斜面で落ちない
方法がわかった。
・下栗芋がおいしかった。
・山たんけんで、見つけた虫や花を図鑑
で調べられてわかった。
・いつも行けないところに連れてって
もらえて楽しかった。
・道具の使い方を教えてもらって、作り
たいものが作れてうれしかった。
・手作りのブランコが楽しかった。



自然体験を振り返って

・自然とふれあって、学ぶことができた。・地域の人から教えてもらえた。
・楽しみながら、虫や植物など自然にふれあうことができた。
・体験は良いので、続けていきたい。・川でもやりたい。
・自分から元気にあいさつができた ・協力できた。
・ゴミを持ち帰った。
・みんなと仲良く遊ぶことができた。
・こんな生物とふれあうことがなかったので、思い出に残った。



この活動から 上村のためにみんなが
できることは何だろう？○自然とのかかわり □人とのかかわり

○ゴミをひろう。ゴミを持ち帰る。
→ぼくたちだけじゃなくて、あとの人にも、この素晴らし

い景色をみてほしい。

○植物を植える
→いろんな植物を植えて、四季折々のきれいな景色に

していきたい。そうすると、いろんな虫や鳥も増えてく

る。

□あいさつ

□地域の人との交流会

□Ｗｅｂサイトでの紹介



KGC自然体験成果と課題
１ 成果

・コロナ禍の影響で、計画が縮小変更されてしまった。その中でできる内容を模索し、
新しい活動の第一歩として実施できてよかった。
・子どもの願いを大切にし、子どもたち同士で十分話し合った内容をもとに、学校、保
護者、地域が連携してこの自然体験を実施することができた。
・子どもたちには、ESD for SDGsが位置づいてきており、この活動がSDGsの何番につ
ながっているか考えて目標を立てていた。持続可能な上村・遠山郷のために自分た
ちに何ができるかを考える素地ができている。
・地域の方に多方面からの協力をいただき、学校だけではできない活動に取り組むこ
とができた。
・ESD for SDGsの取り組みを子ども、学校、保護者、地域が大切な活動として捉え、今
後も継続して取り組んでいく共通の認識ができた。

２ 課題
・今回、初めての活動で子どもたちにとってみると、準備をしてもらい活動させてもらっ
た感が強かったので、振り返りにあったように自分たちで何ができるかを考え、来年
度からの活動を考えていく。
・規模を縮小したため、保護者の参加をPTA役員のみに制限したので、保護者に関
わってもらうことがほとんどできなかった。PTAの大切な活動として位置づけ、保護者
にも関心をもってかかわってもらえるように準備していく。



この地域があるから学校・子どもたちが育っている
来年度もユネスコエコパーク・ジオパークでの学習会、ボランティア
活動、キャンプを計画。飯田市が進める「遠山未来プロジェクト」に
つなげ、近隣の和田小学校、遠山中学校とも連携した取り組みに。



ご清聴ありがとうございました


